
「東北地方における農福連携推進フォーラム」を開催しました。 

 

農業及び福祉分野に携わる方に、全国の取組事例や管内の実践者の活動を紹介

することで、東北地方における農福連携が更に広がることを目的として、平成 29 年２

月 23 日（木）に、東北農政局主催による「東北地方における農福連携推進フォーラム」

を開催しました。農業者、障害者の就労支援に取り組む事業所、行政機関など約 120

名の方が参加しました。 

 

 

フォーラム会場の様子 

 

【基調講演】 

テーマ： 「はじめよう農福連携！ 

～全国で広がる農業分野での障害者就労～」 

講 師：農林水産省農林水産政策研究所 企画広報室長 吉田
よ し だ

 行
ゆき

郷
さ と

 氏 

 

 

                                  ○吉田企画広報室長の基調講演 

社会福祉法人等の農業分野への進出が相

次いでおり、障害者の農業分野での活躍が注

目されています。そこで、農福連携の意義とそ

の効果について全国各地の代表的な先進事

例を紹介し、障害者就労の今後の可能性、支

援のあり方について講演しました。 

 



【施策紹介】 

障害者の農業分野での就労の取組を支援する制度について、東北厚生局、

宮城労働局、東北農政局から情報提供しました。 

 

【事例発表】 

（農業側からの取組） 

① 農事組合法人田尻アグリワーカーズ 代表理事 佐々木
さ さ き

 洋志
ひ ろ し

 氏 （大崎市） 

    ワーカーズコープと連携し、若者や障害者などによる多様な働き手を担い手

不足の農業分野において雇用することにより、誰もが居場所や役割を担える

地域づくりを目指す取組について発表しました。 

② 日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会 

 センター事業団 東北事業本部 事務局長 小澤
お ざ わ

 真
まこと

 氏 （仙台市） 

   ワーカーズコープ・センター事業団の概要説明と、障害者や若者等が働くた

めの多様な就労の場の創出や、人それぞれの状況・状態に合わせた作業が

できる農福連携の可能性について発表しました。 

 

（福祉側からの取組） 

③ 一般社団法人ステージパス 総括マネージャー 岡部
お か べ

 信彦
のぶひこ

 氏 （多賀城市） 

    （株）みちさき等農業生産法人との農福連携により、障害者をステージパス職

員と共に派遣し、それぞれの特性に応じた支援計画を立て、作業を提供するこ

により、障害者の自立・成長を目指す取組を発表しました。 

④ 株式会社みちさき 代表取締役 菊地
き く ち

 守
まもる

 氏 （仙台市） 

    東日本大震災の津波被害による塩害を契機とし、土を使わない施設園芸を

開始。短期ではなく、通年栽培のため障害者も覚えやすく、また、やりがいを

持って作業ができることで、農側にもメリットとなっている取組を発表しました。 

 

             

       ○佐々木 氏     ○小澤 氏       ○岡部 氏     ○菊地 氏 

 



 

【ディスカッション】 

障害者の特性に合わせた作業について、将来の取組について、障害者の作

業における体調管理について等具体的な議論がなされました。 

 

【質疑応答】 

会場から、障害者雇用にあたっての工賃の設定はどのようにしているか、生

活介護施設で収益を上げるのは可能か等の質問が出されました。 

 


